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平成29年6月14日（水）　　　司会・記録：慶長　孝太
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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・本日、千葉学園看護実習を実施。

・本日17:20～看護グループ内研修があるが、場所の変更がある為、参加者は注意すること。内容:｢救急対応｣　　場所:メンタルケア病棟3階　　講師:高橋SGM
・6/19(月)17:15～看護グループ内研修　対象:新人看護･介護
テーマ:医療従事者としての姿勢　　場所:2階会議室　　講師:藤原JGM

・6/21(水)22(木)17:30～18:30　第2回院内研修　テーマ:｢災害支援中心病院｣
場所:メモリアルホール　　講師:広報･IT推進･災害対策室　室長　舩場　真也

・臨時法人研修について

演題：「新垣病院での救急病棟導入の経緯や沖縄における医療の地域連携（仮）」

講師：医療法人卯の会　理事長　新垣　元先生

日時：7/12（水）17：10～18：00　場所：青南病院メンタルケア病棟4階ホール
参加可能者は参加すること。

【プログラム関連】
・7月分テキスト提出は、6/20(火)21:00まで
・7/17(月)祝日のプログラム案を話し合い、6/15(木)までに小嶋SGMへ報告すること
【各種提出期限】
・7/5(水)疾患別診療計画書　※通所日が少ない方は要注意

⇒担当1人分を添削、指導予定であるため早めに提出するように。

【デイケア見学者】

・工藤　助市　様～6/27（火）10:00より、デイケア見学予定。医療観察法で通院しており、見学にはグループホーム職員と保護監察官が同行予定。同日に当院受診予定である為、受診前に見学を行うこととなる。デイケアへの送迎は病院SWへ依頼している。

＜利用者様情報＞

デイケア
・東海林　紀子様～本人から昨日眠れなかったとの訴えが聞かれている。詳細を聞くと、体調不良はないが、考えごとをしていて12時頃になっても寝付けないと話している。不眠時の頓服薬はあるが「飲むとクセになって寝れなくなるんじゃないかと思って・・・」と話し、飲むことは少ないとのこと。睡眠をとることの必要性を説明し、不眠時は頓服薬を服用しながら、睡眠を確保していくよう促している。また、考えごとについて詳細を話すことはないが、「いつも注意されちゃうことと同じこと考えちゃいます」と話している。今まで注意されてきたことを振り返りながら、自身でも注意されたことを意識し、繰り返さないように対応していくよう伝えると「そうします」と穏やかな表情で返答している。

・福井　彩　様　～昨日19時頃、「明日行こうかどうしようか迷ってるんです」と唐突に話している。通所できない理由は特にないとのことで、体を定期的に動かす意味でも通所してはどうかと伝えている。調子については「すごい良いです」と話しており、やや気分が高揚している様子が窺える。本日普段通りに来所しており、来所時から気分の高揚さはなく、体調については「元気だしどこも具合悪くないよ」と表情良く話している。引き続き気分変化に注意しながら対応していく。

デイナイトケア

・鈴木　真知子様～青風荘より情報提供があり、昨日帰荘後布団カバーの紐を見ながら｢紐がおかしくて｣と笑うことや、就床前薬服用を促しても時間どおりに服用できていなかったとの情報提供がある。本日来所時は勝手に外ヘ行こうとすることや、上記様子が見られることはない。引き続き状態観察を行っていく。

・倉橋　生子　様～本日午前中、多弁気味に声をかけることや、立ち座りが多く見られているが、次第に居眠りが目立ってきている。足の重さなどの体調や本人の言動に注意しながら関わっていく。

・山田　隆雄　様～昨日青風荘帰荘後食べ物のこだわりや、犬への不満を話していたとの情報提供がある。デイナイトケアでは普段通りにプログラムに参加しており、上記訴えは聞かれていない。

・千葉　輝夫　様～本日、南山苑ショートステイ利用の為の訪問調査を実施している。担当スタッフより、デイナイトケアでの状態を情報提供している。

ナイトケア

・植村　廣隆　様～久しぶりの来所となっている。仕事について前回ミスをしたことを話していた為、その後ミスなく行うことが出来ているのか尋ねると、「面白くないっすよ」「銭のためっすから」と投げやりな口ぶりで話している。次回の来所について確認すると、月一回の利用としていたが「来れる時には顔出しますよ」「バーベキューは必ず参加します」と話している。

＜外来情報＞
・高柳　和子様～時々頭痛あるが、リスパダール内服にて軽減しており、睡眠は取れているとのこと。

・板橋　利美様～身体的に頸部から肩にかけて痛みあり、頓服薬では鎮痛作用がうすいと訴えている。入眠はあまり良くない上に早朝覚醒気味であるとのことだが、精神的には落ち着いている。

・本多　富美様～感冒症状があり、体温37.3℃程まで上がることがあると話している。仕事は休まず行き、食事も睡眠も取れており、仕事をしてから気分の抑うつも生じなくなったとのこと。お酒も飲んでいないと話している。PL、カロナールが処方となる。

・大下　伸治様～栄養指導を受けて理解したと話している。食事は弁当が中心でバランスが取れている。苛々はあるが抑制でき、概ね穏やかに過ごせていると話している。次回採血実施予定となる。

・中村　茂　様～口を絶えず動かしている感じがあると訴えあり、エビリファイ(3)2錠2×へ減量、オランザピンOD(5)から(10)へ増量となっている。幻聴が少しあるが、睡眠もとれ変わりないとのこと。また、新しい施設に慣れてきたが、日中活動していると疲労がかさむと話している。

・倉橋　生子様～自己中心的言動が目立っている。処方調整し、アカシジアに注意してみていくこととしている。

・藤村　翔　様～最近の調子は著変ない。時々幻聴はあるが、情動面での悪化なく、食事、睡眠ともに摂れている。グループホームで支障なく生活していると話している。

・野月　利章様～9日のデイケアから体調を崩したようで「気持ちが沈む」「モヤモヤした感じ」が強くなっていたと訴えている。一昨日、整形外科受診し家で休んでいた時に、元交際相手が交通事故で亡くなったことを聞きさらに気分が憂鬱になった感じであったと話す。夜間も不眠傾向であり、眼科で緑内障、白内障で岩手医大受診を勧められているとのこと。本人より青山荘での活動はしばらく休息をしたいとの希望あり、医師からもしばらく活動を休むよう説明されている。

・平　京子　様～2週間くらい前から体温が低くて眠れないと話しており、体を温める食材を勧めている。睡眠改善の為、ハルラック0.125から0.25へ増薬している。

・川口　尚良様～断酒は継続できている。下痢・下腹部痛あり、買い物の後歩いていたらふと飲酒要求があったがやり過ごす事が出来たと話す。

・我満　望　様～アイデントは3回中2回行かなかったとのこと。他者に苦情を言わたり、言いがかりを付けられたと話し、スタッフへ相談したら、仕方ない、場所を変えると言われたが納得いかず、利用を辞めたと話している。しばらくは家事をして体力をつけて、内職など探していくとのこと。

・中村　鶴子様～勘違いが増えたと話している。母の日に1足靴下を買ってあげ、自分にも買ったと思い、探すことがあったとのこと。医師より心配ないことを伝えている。

・村上　元道様～幸房への愚痴・将来の不安などノートに書き留めている。内容は共感できるもので支持している。無遅刻・無断欠勤ないとのこと。耳がザワザワしたり、キーンとなるので耳鼻科受診したいと話し、医師より許可となっている。

＜事例検討＞

カンファレンスシート（吉田　キクエ様）

実施日：H29年6月14日（水）13：30～14：00

参加者：慶長、藤田、會津、工藤、石橋、外崎

検討内容　計画検討：目標の再検討

	氏名
	吉田　キクエ様
	性別
	女
	年齢
	85
	生年月日
	昭和6年11月17日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	・基本的な生活習慣を身に付ける

・対人関係を学ぶ

・共同生活を覚える

	本人希望
	家に帰りたい

	家族希望
	現在の生活を続ける

	入院歴
	計　2回（最終：S47年5月～H13年7月）

	通所歴
	　1回目

· 前回：　年　月　日～　年　月　日

· 今回：H13年7月11日～現在　　（週5回/月火水木金曜日）

	その他サービス利用
	

	住居：青風荘
	家族構成





・長年疎遠となっている保護者（長男）は本人との面会を拒んでいる様子。

	利用制度
	精神障害者保険福祉手帳2級
	年金なし
	他（自立支援、介護保険、重度医療等）


【目標・治療計画（現在）】
	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	身体管理に配慮し、現在の生活を続ける。
	①自分の思いや不調を相手に相談することができる。
	①自分の思いや不調を自覚できる。


	①思いを溜め込まず、スタッフに些細なことも話してみる。迷いが見られた際は、スタッフから声を掛ける。

	
	②身体機能の維持。
	②運動は自分の動ける範囲で取り組み、下肢の筋力低下を防ぐ。
	②下肢の筋肉量を落とさないよう、歩行運動やその他の運動へ出来る範囲で参加する。スタッフは、健康状態を確認し、取り組める身体状況か運動範囲か把握し、必要時には声掛けを行う。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①自分の思いや不調を自覚できる。
	・不調のある際にはスタッフへ自ら伝えること出来ている。
・自ら他者に話し掛けることは少ないが、用事がある時や確認の時には自ら話し掛けることができている。また、他者の体調が悪い時には気遣い声を掛けることが出来ている。

・子供のことを気にして不安になる事がある。訴えが過度になることはない。
	対人関係や不調等を相談出来ないことで、自分の中にストレスを溜め込む可能性ある。スタッフから確認すると「ある」と答え、それから話し出すということが殆どである為、今後も目標を継続し、何かあったら伝えて欲しいことを声掛けしていく。

	②運動は自分の動ける範囲で取り組み、下肢の筋力低下を防ぐ。
	・腰痛にて休むことがあるが、運動プログラムには参加することが出来ている。

・体重を気にしている発言が聞かれている。

・H29.6月体重：63.0kg　BMI:28.8
	今後も目標を継続し、運動療法やエアロビに出来る範囲で参加し体を動かしていく。体重を気にしていることについては、本人の気持ちを確認しつつ、必要に応じて運動の頻度を増やす。


【目標・治療計画（再立案）】
	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	身体管理に配慮し、現在の生活を続ける。
	①自分の思いや不調を相手に相談することができる。
	①自分の思いや不調を自覚できる。


	①思いを溜め込まず、スタッフに些細なことも話してみる。迷いが見られた際は、スタッフから声を掛ける。

	
	②身体機能の維持。
	②運動は自分の動ける範囲で取り組み、下肢の筋力低下を防ぐ。
	②下肢の筋肉量を落とさないよう、歩行運動やその他の運動へ出来る範囲で参加する。スタッフは、健康状態を確認し、取り組める身体状況か運動範囲か把握し、必要時には声掛けを行う。

　本人が体重を気にしているため、痩せたい気持ちを尊重し、運動の頻度を増やす。


保護者


石橋章央様





次男


石橋秀利様








